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内

容

対象構造物
コンクリート構造物 

項 目
水平ひび割れ 

使 用 機 器
特殊スピンジェットノズル 

使 用 実 績
中国自動車道有野川橋補修工事の内土木工事（有野川橋）：NEXCO 西日本 

保全管理工事（2019-土木）床版補強工事（神 S360）：阪神高速道路 

【開発の背景】 

橋梁のコンクリート床版の補強を行うために、上面増厚工法を25年程前から実施されています。

その後、RC 床版と既設床版との境界部において、雨水の流入や大型車両の繰返し荷重により、す

り磨き現象が起こり、水平ひび割れが発生するようになりました。そのために床版の一体性が失

われ、本来の機能が確保できない状況にあります。 

また、従来から行われている床版上面からの補修方法では、交通規制を伴う社会的影響が大き

いことが課題となっています。そのため、全ての作業を床版下面から実施し、水平ひび割れ内部

の洗浄と充填材（エポキシ樹脂またはアクリル樹脂）を注入することにより、交通規制を必要と

しない補修方法を開発しました。 

【床版内部の状況写真】 
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【工法の特徴】 

●交通規制が不要のため、交通渋滞が生じず社会的影響の低減が図れます 

●交通規制が不要のため、年間を通じて工事の平準化が図れます 

●不足の事態でも対処が可能となります(未充填箇所への再注入などの対応) 

●ウォータージェット工法により水平ひび割れ内部を洗浄するため、洗浄率が向上します 

●床版下面から増厚部まで注入するため、二重・三重の水平ひび割れに充填が可能です 
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